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現　況 

市人口　 
世帯数　 
面　積 

地区自治会連合会数 
自 治 会 数 
加入世帯数 
班  (組)  数 

616,280人 
247,410世帯 
90.41k㎡ 
人口・世帯はH15.2.1現在 

18 
434 

　　　159,454 
11,525

題字　相模原市長　小川勇夫 

 

H.15.3.1現在 
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世帯 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

春
風
に
誘
わ
れ
る
、
花
咲
き
誇
る
季

節
は
も
う
少
し
で
や
っ
て
き
ま
す
。

手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

仲
間
づ
く
り
な
ど
効
用
は
多
方
面
に
わ

た
り
ま
す
。

各
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

3
地
域
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
も
春
風
に
誘
わ
れ
て
、
ふ
だ

ん
見
過
ご
し
が
ち
な
身
近
に
あ
る
風
景

を
探
し
に
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

高く澄みきった青空のもと、90名の会員が参加された恒例のハイキング
が、今回「境川から湧水の引地川源流」までのコースで行われました。当
日は、晩秋の自然を満喫し、土の感触を確かめた1日でした。

「二本松自治会歩け歩け」は130名の参加者で、
二本松集会所から大島河原までウォーキング、
昼食は上大島キャンプ場でとん汁等を作って食
べました。また、帰りには芋ほりを行い、自治
会員相互の親睦を深めました。

二
本
松
自
治
会
歩
け
歩
け

橋本地区

「宮ヶ瀬湖ウォーキング」には、快晴の中お父さ
んの背中の0歳から、70歳を越えるシニアまで、
総勢120名の方が参加されました。きらめく光を
あびて、みどりの風の中を湖畔のウォーキング、
約3時間、1万6千歩・良い汗を流しました。

宮
ヶ
瀬
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

清新地区

東林地区

東
林
間
自
治
会

歩
け
歩
け

ハ
イ
キ
ン
グ

　相模原市の西側を流れる相模沿いに、

上流は小倉橋下流（城山町境）から

下流は座架依橋上流（座間市境）ま

での全長約 16kmの相模川散策路が

あります。 

　この散策路は、相模川に沿った道

路や堤防を利用して設けられている

自然豊かな小道で、散策やジョギング、

サイクリングなどに利用できます。 
〈資料：「相模川散策路マップ」相模原市みどり対策
課・相模川ふれあい科学館〉 

お  ぐら ばし 

ざ　か　い   ばし 

相模川散策路
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議　　　題　　　名 地 区 

議　　　題　　　名 地 区 

1　神沢河原周辺への散策路整備について 
2　鳩川の河川改修の促進について 
3　出張所、公民館の改築について 
①　（仮称）作の口駅の実現要望について（追加） 
②　小・中学校の週5日制後の取り組みについて（追加） 
③　上九沢児童館の来館者への対応について（追加） 
④　橋本駅南口駅前広場の輻輳状態について（追加） 
⑤　内出交差点付近への交番設置について（追加） 
⑥　大沢中学校交差点の改善について（追加） 

 
1　「小型こどもセンター」の設置について 
2　南部方面の「ふれあいセンター」の設置について 
3　東林間駅周辺に自転車対策としての駐輪場の設置等について 
4　相模原南警察署の移転について県に要請することについて 
5　米軍厚木基地及び自衛隊の航空機騒音に対する民生対策の要望について 
 
1　都市計画道路古淵麻溝台線の開通の見通しについて 
2　「こもれびの森に車両進入禁止措置を」について 
3　古淵駅周辺における商業地の育成について 
①　大沼公民館の嘱託職員の早期補充について（追加） 
②－1　学校施設の地域利用について（追加） 
②－2　学区の問題について（追加） 
②－3　学校体育館での飲食について（追加） 
③　自治会法人への融資の問題について（追加） 

 
1　市内施設めぐりバス増車並びに設定コースの自主設定について 
2　なかよし小道の相模原麻溝公園までの延長整備について 
3　小田急相武台前駅付近道路整備について 
4　図書館相武台分館の充実について 
 
1　市道田名452号（通称久保沢街道）の拡幅及び四ツ谷交差点の早期整備並びに県道54号
（相模原愛川）改良拡幅工事の早期完了について 

2　住居表示の実施について 
3　環境対策の強化について 
4　農地の無断転用と虚偽申請に対する対応及び高齢化社会と学校施設開放について 
①　県道54号（愛川相模原線）の整備について（追加） 

 
1　並木倉庫の跡地利用について 
2　県立相模原工業技術高校の平成16年閉校に伴う跡地について 
①　県営上溝団地の建替えについて（追加） 
②　県立相模原工業技術高校の外灯等の問題について（追加） 
③　里見公園のネットについて（追加） 
④　県の職員住宅の問題について（追加） 

 
1　緑地保全地区及び周辺緑地への不法投棄防止策について 
2　旧橋本出張所・公民館跡地の利用計画について 
3　こどもセンター及び児童クラブの設置について 
①　公園の設置に対する地元説明会について（追加） 

 
1　御園5丁目バス停の整備について 
2　相模台地区内都市計画道路の整備計画について 
3　麻溝台中学校と双葉小学校両校のクーラー設置要望について 
 
1　防災無線（ひばり放送）について 
2　自治会の加入について 
3　上溝駅周辺整備に伴う交通諸問題について 
4　地球温暖化対策の推進について 
 

1　自治会広場の設置について 
2　大正坂の改修工事について 
3　大正坂下交差点の時間規制進入禁止の規制強化について 
4　通学路の安全確保について 
5　旧フィッシングパークの跡地利用について 
6　消防麻溝分署の新設について 
7　さがみ縦貫道路建設に伴う宿・谷原地区の騒音、浸水、道路整備等の住環境対策について 
8　通学路について 
9　通学路の危険箇所の改善について 
10  トイレの改修等について 
11  中学校の学校給食の実施について 
 
1　相模総合補給廠北側道路整備の進行状況について 
2　青山学院大学及び桜美林大学ステーションキャンパス等の建設に伴う諸問題について 
3　淵野辺東小学校の入学児童増に伴う諸対策について 
4　国道16号大野台郵便局前交差点の交通対策について 
5　共和小学校通学路の国道16号手前交差点横断及び歩道橋等の安全対策について 
6　通学路の一方通行指定について 
①　青山学院大学との協定について（1）（追加） 
②　青山学院大学との協定について（2）（追加） 
③　旧境川河川敷の整備について（追加） 

 
1　国民健康保険の財政改善対策について 
2　交通事故及び防犯対策について 
3　（仮称）作の口駅設置について 
①　こどもセンターの設置について（追加） 
②－1　てるて姫の会の活動について（追加） 
②－2　榎公園から上溝駅と歩道整備と榎公園のトイレについて（追加） 
②－3　将来的な公民館構想について（追加） 

 
1　鳩川の自然を生かした河川整備について 
2　ＪＲ番田駅周辺道路の整備について 
①　ミニバスの導入について（追加） 
②　鳩川の清掃について（追加） 
③　自治会加入の促進について（追加） 

 
1　中央公民館の自治会連合会及び自治会の活動拠点を強化することについて 
2　市役所の窓口担当職員に管理職を充てることについて 
3　市役所周辺に小さい公園を設置することについて 
①　市役所前通りのベンチ等の設置について（追加） 
②　こども広場について（追加） 
③　放置自動車の撤去について（追加） 
④　平成15年度事業の抑制等について（追加） 

 
1　市道小山22号の歩道設置及び時限的交通規制の実施について 
2　市道小山65号の拡幅について 
3　多摩ニュータウン谷幹線に接続する都市計画道路宮上横山線の延伸の整備状況について 
4　ＪＲ横浜線における小山踏切について 
 
1　ミニバスの運行について 
2　航空機の騒音について 
3　大野南こどもセンターの設置について 
4　(仮称 )南地区保健福祉センターの建設について－特にアトリウム構造について 
①　議題2、3の意見について（追加） 
②　中核市として知名度の向上について（追加） 

 
1　新磯小学校の校地の拡張について 
2　公民館施設の充実について 
3　回送バスの活用について 
4　通学路の安全確保と歩道の設置及び整備について 
5　新駅（ＪＲ相模線）の設置について 
 
1　教室の有効な活用について 
2　街区公園の設置について 
3　市道氷川相模原の交通施設の充実について 
①　日金工跡地への墓地造成計画について（追加） 
②　南橋本駅の整備促進について（追加） 

 
107件 

各地区自治会連合会と市との共催で行われる「地域市政懇談会」が昨年8月
から11月にかけて開催されましたので、各地区の議題をお知らせします。 

平成14年度　地区別議題  
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平
成
14
年
度
の
相
模
原
市
自
治
会
活
動
功
労
者
表
彰
式
が
平
成
15
年

2
月
15
日
に
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
功
労
者
49
名
が
小
川
相
模
原
市
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
心
の
か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
た
功
労
者
に
対
し
、
相
模
原

市
が
顕
彰
す
る
も
の
で
、
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）



消
防
団
と
聞
き
ま
す
と
普
段
は
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、
火
災
が
発
生
す
る
と
、
危
険
な

現
場
で
適
切
な
消
火
作
業
を
行
う
男

性
集
団
を
連
想
し
ま
す
が
、
今
回
の

人
物
紹
介
は
、
平
成
１３
年
６
月
に
相

模
原
市
消
防
団
に
初
め
て
任
用
さ
れ

た
女
性
消
防
団
員
３０
名
の
中
の
一

人
、「
原
　
孝
子
さ
ん
」
で
す
。
濃

紺
の
制
服
を
「
キ
リ
ッ
」
と
着
こ
な

し
た
姿
に
素
敵
な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。

―
消
防
団
に
応
募
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
。
―

「
以
前
は
、
午
前
中
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
働
き
、
午
後
は
、
子
ど
も
会
や

自
治
会
の
婦
人
部
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
地
域

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

６
年
前
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
は
じ

め
た
こ
と
、
４
年
前
に
引
越
し
を
し
た

こ
と
が
重
な
り
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
女
性
消
防
団
員
の
募
集
を
目
に

し
、
応
募
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
制
服

を
着
る
こ
と
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
制
服
を
着
る
と
背

筋
が
シ
ャ
ン
と
し
て
好
き
な
ん
で
す
。

女
性
消
防
団
員
の
制
服
は
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。」
容
姿
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
活
発
な
内
面
に
チ
ョ
ッ
ト
驚

き
ま
す
。

―
制
服
姿
を
見
て
ご
家
族
は
？
―

「
子
ど
も
達
は
、『
か
っ
こ
い
い
。』

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。」

―
応
募
す
る
時
の
ご
家
族
の
反
応

は
？
―

「
家
族
に
は
採
用
が
決
ま
っ
て
か
ら

話
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、『
え
ー

で
き
る
の
？
』
と
驚
き
、
主
人
は
、

『
や
っ
て
み
た
ら
』
と
応
援
し
て
く
れ

ま
し
た
。
勤
め
先
が
横
浜
で
、
通
勤
時

間
に
片
道
１
時
間
２０
分
ほ
ど
か
か
る
た

め
、
家
事
と
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、

今
で
は
、
子
ど
も
達
が
よ
く
手
伝
っ
て

く
れ
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。」

―
消
防
団
で
の
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
―

「
住
民
へ
の
予
防
広
報
や
自
主
防
災

訓
練
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
に
は
、

消
防
署
員
と
一
緒
に
、
１
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
家
庭
を
訪
問
し
、
防
火
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
１
日
で
５
件
ほ
ど
訪

問
し
ま
す
。
自
治
会
の
防
災
訓
練
を
お

手
伝
い
し
た
時
に
は
、

参
加
の
少
な
い
体
験
訓

練
に
『
せ
っ
か
く
で
す

か
ら
、
訓
練
し
て
み
ま

し
ょ
う
よ
』
と
呼
び
か

け
る
と
皆
さ
ん
快
く
参

加
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

ん
な
と
き
は
、
女
性
消

防
団
員
と
し
て
役
立
っ

て
い
る
な
と
実
感
で
き

ま
す
。」
女
性
消
防
団
員

の
『
し
な
や
か
さ
』
が
、
こ
れ
ら
を
有

意
義
に
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

「
現
在
、
２０
歳
代
か
ら
５０
歳
代
ま
で

の
女
性
消
防
団
員
が
い
ま
す
が
、
学
生

さ
ん
や
職
業
を
も
た
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
皆
さ
ん
前
向
き
で
、
刺
激
に
な
り
、

と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。」

―
副
隊
長
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
？
―

「
昨
年
１０
月
か
ら
職
に
つ
い
て
い
ま

す
。
礼
式
訓
練
な
ど
の
時
に
号
令
を
か

け
る
と
、
気
分
が
ス
カ
ッ
と
し
て
最
高

で
す
ね
。」
と
い
か
に
も
嬉
し
そ
う
。

今
年
の
１
月
１２
日
に
行
わ
れ
た
消
防

出
初
式
で
は
、
男
性
消
防
団
員
と
と
も

に
八
木
節
太
鼓
を
た
た
か
れ
た
そ
う
で

す
。「

４
人
の
女
性
団
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
昨
年
の
１１
月
か
ら
練
習
し
、
寒
い

中
で
大
変
で
し
た
。」
と
ま
た
笑
顔
。

お
勤
め
と
主
婦
そ
し
て
、
月
に
３
回
ほ

ど
の
消
防
団
の
職
務
と
お
忙
し
い
原
さ

ん
。
さ
ら
に
、
コ
ー
ラ
ス
も
練
習
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

―
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
覚
え
て
い
く
の

は
大
変
な
の
で
は
？
―

「
好
き
な
こ
と
な
ら
自
然
と
覚
え
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
で
も
、
こ
た
つ
の
中

で
の
居
眠
り
も
好
き
で
す
よ
。」

―
最
後
に
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。―

「
家
族
が
健
康
で
元
気
な
こ
と
と
今

後
は
、
操
法
（
放
水
消
火
）
技
術
を

習
得
し
、
い
ず
れ
は
、
全
国
女
性
消

防
操
法
大
会
に
出
場
し
優
勝
し
た
い

で
す
。
そ
れ
と
、
実
際
に
消
火
作
業

を
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。」
と
瞳
を

輝
か
せ
な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
何
気
な
く
送
る
日
々
の

生
活
は
、
原
さ
ん
の
よ
う
な
身
近
に

い
る
消
防
団
員
に
よ
っ
て
「
し
っ
か

り
」
と
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

（
並
木
３
丁
目
自
治
会
員
）

公
募
の
市
民
や
団
体
推
薦
、
学

識
経
験
者
の
委
員
に
よ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
型
ま
ち
づ
く
り
推
進

指
針
策
定
懇
談
会
で
は
、
一
年
半

に
わ
た
り
検
討
、
協
議
が
行
わ
れ
、

市
民
相
互
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
合
い
、

責
任
を
果
た
し
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
、
昨
年
１２
月
に
市

長
に
提
言
し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
に
基
づ
き
「
自
己
決

定
・
自
己
責
任
の
原
則
」
を
基
本

に
、
皆
で
担
う
市
民
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す
「
さ
が
み
は
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
指
針
」
が
、
本

年
２
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

多
様
化
、
高
度
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
地
域
の
活

性
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
今
ま
で

以
上
に
市
民
の
社
会
へ
の
参
加
が

求
め
ら
れ
る
と
共
に
、
市
民
と
行
政

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
地
域
社
会
で
は
、
市
民

自
ら
が
福
祉
や
環
境
、
教
育
な
ど

の
分
野
で
身
近
な
課
題
の
解
決
を

め
ざ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
貢
献
活
動
の

活
発
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
の
一
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
市
民
の
自
主
的
で
、

非
営
利
の
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

（
市
民
活
動
）の
活
性
化
、
育
成
・
支

援
を
め
ざ
す
拠
点
と
し
て
、
市
の

設
置
、
市
民
の
運
営
に
よ
る
「
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
、
市

役
所
の
近
く
富
士
見
６
丁
目
の
け

や
き
会
館
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
年
末
年
始
を
除

く
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
１０
時
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。
団
体
の
会
議

や
印
刷
な
ど
の
場
の
提
供
、
活
動

に
役
立
つ
情
報
の
収
集
、
市
民
へ

の
啓
発
・
情
報
提
供
、
団
体
間
の

交
流
、
人
材
の
育
成
の
た
め
の
講

座
の
開
設
、
団
体
の
紹
介
、
運
営

の
相
談
な
ど
幅
広
い
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

会
議
室
は
登
録
・
予
約
制
で
す
が
、

交
流
サ
ロ
ン
は
予
約
な
し
で
利
用
で

き
る
ほ
か
、
印
刷
機
や
コ
ピ
ー
機
、

団
体
の
用
品
を
保
管
で
き
る
ロ
ッ
カ

ー
、レ
タ
ー
ケ
ー
ス
等
が
配
置
さ
れ
、

市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
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ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

市自治会 
連 合 会  

 
 
 
 
麻 溝  

 
 
 

新 磯  

 
 
大 野 北  

 
 
大 野 中  

 
中 央  

 
光 が 丘  

地 区 名 品　　　目 物 品 名 及 び 仕 様 数量 

コクヨ会議用テーブル（天板フラッグ） KT－PS61TN（チーク） 10 
配送手数料  1 
 
イナバ物置 MBW－50 1 
ホウトク会議テーブル EA－31 10 
 
NECパソコン　VALUESTAR－C　15インチTFT WinXP-H　PC-VC3003D 1 
リコーレーザープリンタ A-3　NＸ-710 1 
プリンターケーブル 3Ｍ　CPC－F3 1 
富士写真　デジタルカメラ 有効画素数200万　FX-A201 1 
 
富士通ノートパソコン FMVNB10A 2 2 
富士写真デジタルカメラ 有効画素数200万　FX-A201 1 
エプソンプリンター PM840C 1 
キャノンスキャナー 1200dpiCSN1240U 1 
 
NECパソコン　VALUESTAR－C　15インチTFT WinXP-H　PC-VC5003D 1 
エプソンプリンター PM－950C 1 
キャノンデジタルカメラ PowershotＡ200 1 
エプソンスキャナー GT7300Ｕ 1 
SanDisk　コンパクトフラッシュアダプター SDCF　31－03 1 
サンディスクコンパクトフラッシュ SDCFB－64－801 1 
maxell　充電池セット BCHR－3SA－2P 1 
ITOKIスチール棚・密閉型 ERR－264450TE 1 
 
富士通パソコン FMVNE－12A 1 
SONYデジタルカメラ DSC－P7 1 
キャノンスキャナー CSーD2400Ｕ 1 
キャノンプリンター BJ－Ｆ890 1 
マウス  1 
マウスパッド  1 
プリンターケーブル  1 
 
富士通パソコン FMVNB10AR 1 
キャノンデジタルカメラ PowershotA200 1

「コミュニティ助成事業」とは、宝くじの普及・広報を図るための事業費を財源として財団法人自治総合センターが地域
住民のコミュニティ組織等へ助成を行う制度です。各地区連へは3年ごとに助成を行ってきています。 

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
購
入
品
目
一
覧 

平
成
１４
年
度 
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関係諸団体に

対し折に触れ、

加入促進につ

いて要請する 

項　目 

自治会加入の

しおりの配布 

マンション建

設の事前情報

の確認及びそ

の段階での加

入案内 

ごみ集積場新

設申込書の自

治会長協議の

際の加入勧誘 

役員免除など

の退会防止策

の検討 

アパート・マ

ンションの一

括加入の働き

かけ 

地域のイベントなどの機会を捉え、

自治会活動への理解と参加をお願い

する。 

対　　策 

役員自身が足を運ぶ。 

自治会活動のメリット（地域コミュ

ニティの活性化、防犯や防災面など

家族や自身の安心・安全に直結した

活動）を十分に説明する。 

マンション建設に先立って行われる

地元説明会を通じて自治会加入への

依頼を行っている。 

更に加入依頼を行うことを建築に関

する協定書又は覚え書きに記載して

もらうこととしている。 

ごみ集積場新設の際、申込書の自治

会長協議の際を捉え、自治会活動の

メリットを説明、加入の理解を得て、

自治会長の認印を押す。 

組・班の中で就任を要請される役割

分担を負担に感じてのことと推測さ

れる単身高齢者世帯を中心に自治会

からの退会傾向が見られる。こうした

ことから、各地区連・自治会内におい

て意見統一の上、こうした活動への参

加を免除するなどの対策を実施する。 

建設当初の入居者を中心に加入が図

られたとしても転居に伴ない新規加

入が必ずしも保証されない。このため、

管理人（者）との協議・協力依頼の上、

アパート・マンションの一括加入を

働きかける。 

 

実際に自治会が活動

している際を捉えて

アピールする。 

意　　義 

未加入世帯の人と直

接面談することで加

入への意向を引き出

す。 

マンション入居にあ

たっての事前説明・

依頼がされるので、

加入することに心理

的なハードルが高く

ないと思われる。 

協議同意の機会を捉

え、粘り強く説明し

理解を得る。 

自治会活動の意義は

積極的に評価してい

るものの、こうした

活動を負担に感じて

いる高齢者世帯の退

会防止ができる。 

アパート・マンショ

ンの入居状況にかか

わらず、自治会への

加入そのものは担保

される。 

自治会加入率の漸減化傾向に対して、市自治会連合会の組織部会では各地区連・
単位自治会での加入促進活動を行うにあたっての参考としていただくような対策
の検討を進めてきました。その結果は以下のとおりです。 



平
成
１４
年
７
月
２０
日
「
堀
之
内
団

地
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
数
が
１
２
０
世
帯
と
一
番
小

さ
い
自
治
会
で
す
が
、
２
ヶ
月
程
前

か
ら
取
り
組
み
を
始
め
、
自
治
会
と

子
ど
も
会
の
役
員
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
１０
店
舗
の
お
店
を
開
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

団
地
の
方
た
ち
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
方
々
も
数
多
く
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
り
、
途
中
、
提
灯
の
明
か
り
が

消
え
て
し
ま
う

と
い
う
ア
ク
シ

デ
ン
ト
も
あ
り

ま
し
た
が
、
大

盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

暑
い
中
、
田

名
北
小
学
校
体

育
館
で
の
「
よ

さ
こ
い
」
の
踊

り
も
本
番
に
向

け
て
一
生
懸
命

谷
原
遺
跡
は
、
相
模
野
台
地
と
呼

ば
れ
る
、
相
模
川
に
臨
む
緩
く
、
起

伏
す
る
丘
陵
が
続
い
て
い
る
台
地
の

西
端
に
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
谷
原
古
墳
群
は
、
古
墳
時
代

末
期
の
も
の
で
７
〜
９
世
紀
に
相
模

川
の
水
を
統
制
し
、
利
用
し
た
人
々

の
家
族
墳
で
あ
り
、
当
時
の
生
活
様

式
を
考
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
注

目
す
べ
き
遺
跡
で
あ
る
と
し
て
、
相

模
原
市
の
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
地
は
、
古
墳
時
代
に
引
き
続

い
て
、
農
業
生
産
力
を
豊
か
に
持
っ

た
人
々
が
生
活
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
、
こ
の
谷
原
古
墳
跡
は
、
県

の
水
道
企
業
庁
相
模
原
ポ
ン
プ
場
に

な
っ
て
お
り
、
周
囲
よ
り
見
学
で
き

ま
す
。

ま
た
、
近
世
後
期(

江
戸
時
代
後

期)

頃
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
谷
原
古

墳
群
の
１
つ
の
塚
よ
り
直
刀
１
本
が

掘
り
出
さ
れ
、
驚
い
た
部
落
の
人
々

は
直
ち
に
そ
の
直
刀
を
八
瀬
川
の
関

山
お
代
官
の
所
へ
持
っ
て
行
き
、
一

時
預
け
た
と
こ
ろ
、
お
代
官
の
老
母

が
眼
病
を
患
い
、
つ
い
に
失

明
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
お
代
官
よ
り

返
さ
れ
た
刀
を
、
今
度
は
現

在
の
当
麻
山
無
量
光
寺
に
預

け
た
と
こ
ろ
、
ま
た
も
や
、

住
職
が
目
を
患
い
同
じ
く
失

明
し
た
の
で
、
こ
れ
は
刀
の

祟
り
に
違
い
な
い
と
、
元
の

塚
に
戻
し
再
び
地
中
に
深
く

埋
め
て
、
そ
の
上
に
小
祠

し
ょ
う
し

を

建
立
し
、
金
山
大
権
現
と
称

し
祭
ら
れ
ま
し
た
。

今
で
も
、『
金
山
神
社
』
と

練
習
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
勢
の
方
々
の
参
加
も
あ

り
、
踊
り
の
輪
も
大
き
く
膨
れ
上
が

り
、「
大
沢
幼
稚
園
」
か
ら
も
、
園
長

先
生
の
太
鼓
の
応
援
で
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
祭
り
の
最
後
は
、
毎
年
恒
例
の

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
で
す
。
さ
あ
、

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
番
号
が

呼
ば
れ
る
と
「
ワ
ァ
ー
！
」
と
歓
声

が
沸
き
あ
が
り
、
上
位
に
な
る
に
つ

れ
、
も
う
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
人
、

ま
だ
当
た
っ
て
い
な
い
人
、
そ
れ
ぞ

れ
が
「
一
等
は
誰
？
」「
何
？
」
と
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

「
１０
周
年
記
念
と
し
て
今
年
の
一

等
賞
は
『
商
品
券
』
で
す
。」
さ
あ
、

誰
の
手
に
届
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
。

各
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
抱

え
、
出
入
り
の
激
し
い
団
地
の
皆
さ

当
自
治
会
で
は
、
山
王
太
鼓
を
地

域
の
文
化
と
し
て
育
て
て
い
ま
す
。

山
王
太
鼓
は
、
明
治
時
代
の
太
鼓

が
当
会
館
内
で
発
見
さ

れ
た
の
を
機
に
、
１５
年
前

に
相
模
龍
王
太
鼓
、
落

合
会
長
の
指
導
の
も
と
に

発
足
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
小
学
生
だ

け
の
活
動
で
し
た
が
、
子

供
達
の
成
長
に
と
も
な

い
、
現
在
は
、
少
年
部
と

青
年
部
が
活
動
し
て
い
ま

す
。主

な
活
動
と
し
て
は
、

地
域
内
の
盆
踊
り
、
運

動
会
、
ま
つ
り
の
他
、
市

の
桜
ま
つ
り
、
大
野
北
市

民
ま
つ
り
な
ど
に
出
演
し

て
い
ま
す
。

和
太
鼓
の
演
奏
を
深

め
る
た
め
、
今
年
度
、
大

太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

上
九
沢
自
治
会
は
、
大
沢
地
区
の

中
心
部
に
位
置
し
、
世
帯
数
７
２
８
、

今
ま
で
の
建
物
の
老
朽
化
に
伴

い
、
新
し
い
自
治
会
館
の
建
設
が
計

画
さ
れ
、
昨
年
９
月
に
完

成
し
ま
し
た
。

総
２
階
建
て
の
新
し
い

会
館
は
、
多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
約
２４
畳
の
広
さ
を
も

つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

を
は
じ
め
、
１２
畳
の
和
室
、

さ
ら
に
１
・
２
階
に
そ
れ

ぞ
れ
キ
ッ
チ
ン
と
ト
イ
レ
を

設
け
て
あ
り
ま
す
。

建
設
に
当
た
っ
て
、
建

設
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
機
能
が
必
要
か
、
建
物
の
色
は
ど

う
す
る
か
な
ど
、
自
治
会
員
の
声
を

聞
き
な
が
ら
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
９
月
２２
日
に
は
自
治
会
員
を
は
じ

め
建
設
関
係
者
な
ど
多
数
の
参
加
の

も
と
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

落
成
式
に
先
立
ち
、
会
館
運
営
委
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谷
原
古
墳
群
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金
山
神
社 

 

麻
溝
地
区 
谷
原
自
治
会 

新
倉
　
謙
治 

大
成
功
！ 

堀
之
内
団
地
夏
祭
り 

田
名
地
区 

堀
之
内
団
地
自
治
会 

小
野
寺
京
子 

自治会報 さがみはら  
●  編 集 委 員  ● 

小堀　富二　　三橋　　豊 

飛澤　大山　　岸　　久夫 

野中　　保　　小室　信二 

山口　芳郎　　鹿間　敬治 

木村　　勝　　　　　　　 

高
価
な
大
太
鼓
を
自
治
会
の
予
算

で
全
て
負
担
し
ま
す
と
、
他
の
事
業

運
営
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
有
志
の
方
々
に

寄
付
を
募
り
、
購
入
費
の
半
額
を
賄

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
太

鼓
の
お
披
露
目
と
山
王
太
鼓
創
立
１５

周
年
記
念
を
地
域
の
盆
踊
り
の
と
き

に
行
い
、
１
０
０
０
人
超
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
が
親
子
で
行
事
に
参

加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顔
の
見

班
数
２６
で
構
成
し
て
お
り
世
帯
数
は

大
沢
地
区
の
自
治
会
で
は
、
３
番
目

に
大
き
な
自
治
会
で
す
。

自
治
会
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
独
自
の
事
業
の
ほ
か
、
大
沢
地

区
自
治
会
連
合
会
の
事
業
や
公
民
館

事
業
等
へ
の
参
加
を
主
な
も
の
と
し

て
お
り
ま
す
。

年
間
事
業
の
主
な
も
の
を
紹
介
し

ま
す
と
、
ま
ず
４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
公
民
館
主
催
の
自
治
会
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

は
、
八
坂
神
社
の
夏
祭
り
へ
の
参
加

や
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
大
沢
地
区
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
に
は
文
化

体
育
部
が
主
体
と
な
り
、

種
目
別
に
選
手
を
集
め

練
習
を
重
ね
大
会
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

１０
月
以
降
は
消
防
署

や
消
防
団
の
指
導
の
も

と
、
自
治
会
の
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
訓
練
の
重
要
さ
、

大
切
さ
を
認
識
し
た
次

第
で
す
。
ま
た
、
三
世

代
交
流
事
業
と
し
て
大

島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
・

上
九
沢
児
童
館
で
開
催
さ
れ
た
事
業

に
参
加
し
、
芋
掘
り
大
会
な
ど
子
供

た
ち
と
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
１
月
に
は
自
治
会
主
催
の
卓
球

大
会
を
実
施
し
、
多
く
の
会
員
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
上
九
沢
自
治
会
の
発
展
の

た
め
、
魅
力
あ
る
事
業
を
開
催
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

『
相
武
台
の
大
地
に 

　
　
　
新
た
な
輝
き
を
』 

 

相
武
台
地
区 

相
武
台
地
区 

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会 

 

丸
塚
　
幾
男 

No.30

相
武
台
は
古
く
は
中
原
（
な

か
っ
ぱ
ら
）
と
呼
ば
れ
、
明
治

２２
年
以
前
は
新
戸
村
の
一
部
で

し
た
。
こ
の
年
の
町
村
制
の
施

行
に
よ
り
、
新
戸
村
と
磯
部
村

が
合
併
し
新
磯
村
と
な
り
、
明

治
、
大
正
、
昭
和
の
初
期
頃
ま

で
は
実
り
豊
な
畑
地
で
し
た
。 

相
武
台
の
歴
史
を
語
る
時
、

か
の
農
業
地
帯
を
現
在
の
よ
う
に
変

革
せ
し
め
た
要
因
と
し
て
、
ま
ず
挙

げ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
昭
和
２

年
に
小
田
急
線
が
開
通
し
た
こ
と
に

始
ま
り
、
昭
和
１２
年
に
市
ヶ
谷
の
陸

軍
士
官
学
校
が
当
地
に
移
転
し
、
軍

都
化
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
　 

士
官
学
校
移
転
に
よ
り
、
座
間
駅

が
士
官
学
校
前
駅
に
改
称
さ
れ
、
そ

の
年
の
１２
月
２０
日
、
第
５０
期
の
士
官

学
校
の
卒
業
式
に
天
皇
陛
下
が
行
幸

さ
れ
、
国
鉄
町
田
駅
か
ら
士
官
学
校

ま
で
の
道
路
が
造
ら
れ
、「
行
幸
道

路
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

折
、
こ
の
地
を
相
模
と
武
蔵
の
国
を

望
む
台
地
と
し
て
「
相
武
台
」
と
陛

下
が
命
名
、
駅
名
も
相
武
台
前
駅
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

戦
後
基
地
の
町
と
し
て
賑
わ
い
始

め
た
相
武
台
も
昭
和
３０
年
代
後
半
か

ら
宅
地
開
発
が
進
み
、
昭
和
３７
年
に

相
武
台
地
区
発
展
の
歴
史
に
先
鞭
を

つ
け
た
相
武
台
前
町
内
会
（
自
連
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。 

昭
和
４５
年
１０
月
、

念
願
で
あ
っ
た
相

武
台
出
張
所
が
開

所
し
、
地
区
自
治

会
連
合
会
が
発
足

し
、
特
に
災
害
防

止
と
生
活
環
境
の

充
実
に
取
組
み
ま

し
た
。
町
並
み
が

形
成
さ
れ
た
中
で
、

昭
和
５２
年
か
ら
発
足
し
た
地
区

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
毎
年
４

千
人
程
の
住
民
で
賑
わ
い
盛
大

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ

こ
が
ふ
る
さ
と
相
武
台
」
を
テ

ー
マ
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

し
て
谷
原
地
区
氏
子
に
よ
り
、
毎
年

１２
月
第
１
日
曜
日
に
祭
事
が
行
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

え
る
関
係
が
築
か
れ
、
ま
た
、
子
供

た
ち
が
地
域
の
行
事
を
通
し
て
、
人

間
関
係
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
山
王
太
鼓
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
文
化
を
育
む
特
色
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

員
会
が
発
足
し
、
管
理
規
則
・
使
用

規
則
の
起
案
、
会
館
運
営
の
企
画
立

案
、
行
事
の
募
集
や
具
体
化
な
ど
の

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
館
は
、
５
丁
目
自
治
会
員
だ
け

で
な
く
、
各
種
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
利
用
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

日
曜
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
「
日
曜
館
長
」
が

朝
か
ら
夕
方
ま
で
在

館
し
て
い
ま
す
。
個
人

で
も
、
卓
球
や
囲

碁
・
将
棋
な
ど
が
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

新
し
い
自
治
会
館

が
、
文
化
、
教
養
の

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ん
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
な
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い

行
事
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
で
育
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山
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大
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川
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活
発
な
自
治
会
活
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を
め
ざ
し
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大
沢
地
区 

上
九
沢
自
治
会 

笹
野
　
孝
至 

自
治
会
館
が 

　  

完
成
し
ま
し
た 

光
が
丘
地
区 

陽
光
台
五
丁
目
自
治
会 

平
塚
　
忠
雄 


